
〇市内外の若者が鹿角に集う

なぜ少ないか？

 「学べる場」、「働く場」、「若者が楽しめる場」が実現することで、若者を中心とした多くの人が

集うまちづくりが必要です。

たくさんの人が関わることができるまち・鹿角

学習環境が整っている

学びが充実している
→楽しい街も促進

教育が充実している街

大学がない

大学をつくる

電力のサブスク
➡企業へ安価に
電力を提供

大卒の賃金高い

大企業の誘致

大学に行く価
値のある職業
を増やす
➡大学卒業資格
が必要な仕事
➡大企業に就職
するにあたって
大卒が有利

クラウドファン
ディングの活用

まちの夢 鹿角の強み・弱み 提案

電力自給率約400％

4

教育の充実

働く場がたくさんあ
る鹿角市

交通の便が良い
• 市民が働きやすい
• 市外から働きに来る

職場・仕事の充実

若者が楽しめる
娯楽の充実

利用しやすい施設が
多いまち

若い人が遊べる場所
がもっと増えてほしい

イベントが活発なまち

子育てしやすい、
子どもが多いまち

子どもが多いまち

子育てがしやすい

就職の幅が狭い

歴史のある
建物や建物
が多い

特産品、食
が豊富

観光客、移
住者が増加
傾向

自然がたく
さんある

祭りが盛り
上がる

観光できる
場所が多い

経済的負担が多いと感じている人が多い

電車の本数
が少ない

熊の出没多
数

今あるイベン
トがあまり知
られていない

産婦人科がない

少子高齢化人口減少

SNSを使って
人を集める

チェーン店（スタバ等）

観光資源の強みと弱み

学べる場の創出

働く場の創出

電気料金の安
さ・再エネを活
かした企業誘
致

• 鹿角で学び、鹿角で働く
• 市外に進学しても、卒業後学んだことを
鹿角で活かす

たくさんの人が関われる鹿角
• 最大の課題に対して解決の糸口
となる

若者が楽しめる場の創出

交通の便が良い
• 市民が娯楽施設に行
きやすい

• 市外から娯楽施設に
来る

最大の課題

「学べる場」、「働く場」、「若者が楽し
める場」が実現することで、若者を中
心とした多くの人が集うまちづくりが
必要です。

教育の弱み

仕事の強みと弱み

〇学生が鹿角に集う

〇多くの企業・従業員が鹿角に集う

大学を卒業しなくても就職で
きる職業が多い

Cグループの提案

私たちが描くまちの夢

若い人（子ども）が少ない

【凡例】 まちの夢 市の強み 市の弱み 提案

学べる場所がたくさん
あるまち

娯楽が多いまち

最先端のテクノ
ロジーを活用し
た仕事
➡例：基幹産業
である農業×AI


